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態度
(attitude)

知識
(knowledge)

仕組み
(system)

認識
（perception)

行動
(behavior)

✓業務処理の流れが適切でない
✓ツールや、仕組みが設計思想
どおり、活用されない

✓個人的資質への依存（過大/過小）
「何のための仕組みか分からない」
「〇〇さんじゃないとそれは分からない」
「ルールはあるけど、誰も守っていない」

✓固定観念、パターン化
✓自分の見たいように見る
✓思い込みの支配
「昔からそうなっているから」
「最初にそう教えられたから」
「この業界はそういう業界だから」

✓必要な情報の不足、実務的な
スキルの不足

✓実践的な教育の不備、
真の理解の欠如

「なぜそうするのか分からない」
「経験がないから出来ない」
「本当の価値・恩恵が分からない」

✓成功体験／失敗体験の呪縛
✓慣れ親しんだやり方への固執
✓変化への恐れ、不安、抵抗
「今のやり方で別段の支障がない」
「（過去との比較で）良くなっている
（だから変える必要はない）」
「分かっているが、変えるのは怖い」

✓諦め、言い訳、他責
「どうせ駄目、無駄だ」
「他の人（部署）（上司や
部下）に責任がある」

APIの原点（1/2）／成功を阻害する5つの要因

社員は皆、「良い仕事をしよう」と思っているが、その意思通り彼等がいつも成功するわけではない。

成功を阻害する要因がどの会社にも存在し、迅速な問題解決を阻んでいる。

成功の阻害要因の存在を直視し、それを排除することによって、社員と組織の成功が得られる。
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APIの原点（2/2）／「Knowing（理解）」と「Doing（実践）」の一致

知的優位が競争優位を勝ち得るとは限らない

知識を持っているだけでは、問題は解決しない。多くの組織が知識を実行に移せない

Knowing（理解）とDoing（実践）のGAPに苦悩している

企業の最前線で活躍する「人」にフォーカスし、Knowing（理解）をDoing（実践）

へ変化させることが大きな企業変革につながる

Ｋnowing（理解）
あるべき姿が
どういうものかを
知っている状態

Ｄoing（実践）
あるべき姿を具体化
するために行動を体得

している状態

変化する主体はあくまでも社員、

特にマネジメント層であり、

「関係者全員が積極的に参加する」

ことが成功の鍵

●目標設定
●目標達成のための
日々の問題解決行動
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定量的成果

認識・行動変化 成果創出

マネジメント診断

オペレーション
診断

明確化

•具体的課題を明確化

•成果目標を設定

•早期改善効果を創出

•目標達成の為の施策体系化と細分化

•マネジメントシステムの再構築

•業務プロセスの再定義

•継続的成果の創出

•変革の継続に向けた課題の整理と着手

•事業パフォーマンスおよび
組織行動に関して、 現
状と改善向上の可能性・
効果を診断・測定

経営トップの
『ビジョン』の具現化
・現場との共有化

具現化・共有化

現状直視による葛藤と
決意

『当たり前』の事の
徹底的実行

新たな取り組みの
実行による気付き

定性的成果

定着化

業績の更なる向上

永続的な行動変化

予備調査
変革プロジェクト
（約半年間）

フォローアップ

変革推進プロジェクトの実行ステップ（1/2）

GO or NG
意思決定

GO or NG
意思決定
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変革推進プロジェクトの実行ステップ（2/2）

明確化

変革のはじまり

•具体的課題を明確化

•成果目標を設定

•早期改善効果を創出
（変革の「WHY」を共有）

STEP1

設計・開発

目標達成への道標

•目標達成の為の施策体系化と細分化

•マネジメントシステムの再構築

✓ 達成指標の設定

✓ 業務プロセスの再定義

✓ 人の関与のあり方を造り込み

STEP2
導入・習慣化

変革の常態化

•変革行動の習慣化

•継続的成果の創出

•変革の継続に向けた課題の整理と着手

STEP3

• 何を目指すべきか

• 現状の何が問題か

• 問題にどう向き合うか

• 必要な解決行動は何か

• 何が変革を阻害するか

• プロセスを見直す

• 仕事の手順を見直す

• PDCAサイクルを見直す

• 対話方法を見直す

• 学習のあり方を見直す

• 新たな行動様式を実践する

• S．I．C．* をきちんと回す

• 成果創出に執着する

• 自ら問題を解決し、やり抜く

• 自走態度を形成する

• 不慣れな行動習慣への迷い

• 煩雑さへの嫌悪

• 能力不足露呈への懸念

• 変化への不安

• 現状否定への抵抗

• 目標への諦観

• 成果が出ずに停滞する

• 徹底しきれない

• APIに依存する

負の反応

• 巨視的目標に向き合う

• ありたい姿を想う

• 退路を断つ

• あるべき姿にこだわる

• 小さな成功体験を得る

• 甘えを許容しない

• 問題発見／解決サイクルを早く回す

• To Doの達成率を高める

• 自ら答えを出すまで粘り強く支える

突破の糸口

約6ヶ月

実施・検討
事項

※S.I.C.=Short Interval Control
高頻度のモニタリングによる軌道修正
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APIのサービス領域

あらゆる業種・職種（機能）において、

マネジメント力の向上を図り、業務変革を実現致します。


